
　

い
ま
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
、
様
々
な
分
野
で
変
革
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
市
の
行
財
政
基
盤
も
、
今
後
、
さ

ら
に
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
現
状
の
中
、
市
は
、
市
民
生
活
の

安
心
安
全
を
支
え
、
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
新
た
な
総
合
計
画
の
も

と
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

よ
り
一
層
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
係
の
深

い
部
署
の
組
織
を
再
編
し
ま
し
た
。

　

主
な
再
編
の
内
容
は
、
住
民
自
治
の
こ

と
、
生
活
環
境
の
こ
と
、
少
子
化
を
迎
え

た
子
育
て
の
こ
と
で
、
ど
れ
を
と
っ
て
も

難
し
い
課
題
で
す
が
、
着
実
に
一
歩
一
歩

力
強
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
効
率

の
良
い
組
織
に
し
て
い
ま
す
。
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市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
、
住
民
自
治

（
自
助
・
共
助
・
公
助
）
を
よ
り
一
層
進

め
る
た
め
に
、
今
ま
で
の
防
災
対
策
室
と

住
民
自
治
推
進
室
の
機
能
を
併
せ
、
市
民

の
日
常
生
活
や
、
災
害
、
有
事
の
際
の
安

全
安
心
を
高
め
ま
す
。
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ご
み
の
適
正
処
理
化
や
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
行
動
計
画
な
ど
、
都
市
環
境

や
社
会
環
境
、
地
球
環
境
の
安
全
安
心
を

高
め
る
た
め
に
、
計
画
立
案
を
専
門
と

し
、
実
際
に
事
業
を
行
う
環
境
衛
生
課
や

文
向
台
衛
生
セ
ン
タ
ー
管
理
課
と
一
緒

に
、
計
画
・
推
進
・
検
証
を
繰
り
広
げ
、

事
務
事
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
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幼
児
か
ら
青
少
年
ま
で
の
養
育
期
間

で
、
親
や
家
族
、
地
域
が
共
通
し
て
悩
む

子
育
て
の
問
題
に
対
し
、
子
ど
も
の
健
全

な
育
成
を
願
い
な
が
ら
、
福
祉
と
教
育
が

連
携
し
て
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ

た
相
談
や
助
言
な
ど
を
行
い
、
安
全
で
安

心
で
き
る
子
育
て
の
環
境
を
高
め
ま
す
。
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こ
の
ほ
か
、
簡
素
で
効
率
の
良
い
市
役

所
を
目
指
し
て
、
課
や
係
の
統
合
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

【
環
境
関
係
】

　
　

収
集
処
分
管
理
係
と
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係
を
併
せ
て
、
収
集
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
に

【
水
道
関
係
】

　
　

営
業
係
と
給
水
管
理
係
を
併
せ
て
、

給
水
営
業
係
に

【
支
所
】

　
　

庶
務
係
に
振
興
係
を
併
せ
た
ほ
か
、

環
境
、
観
光
、
建
設
関
係
を
本
庁
の
関

連
す
る
課
、
係
と
併
せ
一
元
化

【
教
育
委
員
会
】

　
　

市
民
会
館
や
総
合
体
育
館
に
あ
っ
た

文
化
振
興
課
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
を
併

せ
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
改
め
、

栗
沢
支
所
に
配
置◇

　

今
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
、
新
し
く
再

編
し
た
組
織
の
主
な
と
こ
ろ
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
本
庁
や
支
所
、
教
育
委
員

会
、
い
ず
れ
も
簡
素
で
効
率
の
良
い
組
織

を
目
指
し
て
、
事
業
展
開
を
迅
速
に
で
き

る
よ
う
に
組
織
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
提

言
を
も
と
に
、
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
向

け
た
適
切
な
対
応
を
進
め
な
が
ら
、
積
極

的
に
組
織
や
職
員
の
意
識
の
改
革
を
図

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
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